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成果の特徴
• 終末糖化産物（AGEs）を、受容体（RAGE）及びAGEsの特異的抗体と競合的に反応

させることにより、生体に影響しうる刺激性AGEsを推定する方法を開発しました。
• 食品や生体に含まれるAGEsのうち、少なくともカルボキシエチルリジン（CEL）及

びペントシジン（PEN）はRAGEとの結合性を示します。

成果の活用
本研究成果は、食品及び生体中のAGEsの
うち、RAGEを介して生体に影響する分子
種の推定に役立つと期待されます。
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AGEs
タンパク質（アミノ酸）と
糖からなる終末糖化産物
食事中やヒト体内に存在

刺激性AGE
終末糖化産物AGEsのうち
ヒト体内で細胞膜上の
RAGEに結合するもの

刺激性AGEと細胞膜上の
sRAGEが相互作用

RAGE
刺激性AGE
と結合する
膜貫通型受
容体

sRAGE
RAGEのうち、
刺激性AGEを
認識する部位

細胞膜

細胞膜
ヒト細胞
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